万灯行列に関する研究―日蓮宗のお会式における万灯行列のお囃子と纏の動きについて― by 和田 春恵
































































































































































































図 3 柄付き太鼓 図4 うちわ太鼓
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図5 叩き方
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(1) (2) (3) 
図16 纏の逆さ後ろ回し
以上、基本的な動き方を挙げてみたが、実際の万
灯行列では、それぞれの万灯講中により様々な動き
の工夫がみられた。
次に、纏の動かし方で特に目立ったものを、図解
と共にいくつか紹介する。
図17で示すように 2人で向かい合い、左方向に回
転しながら、反転の動きを行う方法である。その際、
後ろから前に向かって纏を出すときに、右膝を深く
曲げながら脚を大きく前に踏み出し、お互いの纏を
近づけるようにして動く。
この動き方は、いくつかの万灯講中が行っている
が、より低い姿勢で、纏の心棒を交差させている動
きは、バランスがとれており美しいものである。
(1) (2) 
図17 2人で行う返し
また、これとは逆に交互に行うものもある。一人
が重心を前脚にかけて近づこうとすると、もう一人
は後ろ脚に重心を乗せ、纏を引きながら離れようと
する、というやり方である。
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図18 2人で行う逆さ前回し
図18のように 2人で逆さ前回しを行っているもの
である。これは、肘にかけて振り上げるやり方を、
1人が纏を振り下ろしたら、他の人は纏を振り上げ
る、といった具合に、タイミングをずらしながら行
う。まるで2人で車輪を回している、という印象の
動きであった。お互いの右脇を中心に向け、 2人で
右方向に回転しており、かなり熟練した動き方であ
ると思われる。
また、特に目立ったものとして、首の周りをまる
でバトントワラーがバトンを簡単にくるくると回す
ように、重く、長い纏を軽々と何回も回すという動
きで、見物客はかけ声と共に大きな拍手を送ってい
た。
次に挙げるものは、見物客へのアピールや盛り上
げを意識して行ったと思われる講中で、八木節をア
レンジしたものを、途切れることなく鳴らし続けな
がら次のように行っていた。
先ず、纏振りが2人おり、それぞれの纏振りを中
心に、 10~15人で囲み、八木節のリズムに合わせて
体全体を弾ませている。特に、各小節の 4拍目では
両手を上げながら、「ソーレ」とかけ声をかけ、さ
らに大きく飛び跳ねる。
続いて、お囃子の大部隊が登場する。先ず、笛が
約40名、鉦が約15名、太鼓が約25名で、先頭から 4
列縦隊になり、それぞれ自分の楽器を鳴らしながら
行進している。その際、体もリズムに合わせて弾ま
せながら左右に振り、左、右と一歩ずつ前進してい
く。
次に、白い花で飾った万灯を持った人と、それを
囲む10~15人が、やはりリズムに合わせてかけ声と
共に飛び跳ねる。
最後に、白とブルーで飾った移動式の万灯を2~3
人で引いていく、という形態になっている。
また、この講中の特徴として、衣装の工夫が挙げら
れる。
先頭の纏のグループ、お囃子の笛、鉦、太鼓、最
後に万灯と、それぞれ自分の担当するものにより法
被や欅掛けの色を変えていた。さらにこの講中の最
大の盛り上げは、祖師堂前で全員が密集し、 5分以
上にも及び八木節を演奏しながら飛び跳ね、徐々に
速度を上げながらかけ声と共にさらに盛り上げる、
という方法で行っていた。これは、自分自身が乗る
ことにより、仲間にそれを伝え、見物客からの拍手
を受け、参加者たちがさらに盛り上がる、という相
乗効果をうまく利用した行列といえる。
おわりに
今匝の調査により、お囃子には 3つの曲があり、
その使い方に基本的なきまりがあることがわかっ
た。しかし、参加講中に統一されていないため、独
自のやり方でお囃子を使っていたところが多かっ
た。纏の動きについては、膝と腰を柔軟に使い、纏
の動きと重心移動をスムーズに行い、 5~ 13kgとい
う重さを利用して、常に馬簾を動かし続けることが
重要であることがわかった。
お囃子と纏はそれぞれ独立しているが、一体感
（チームワーク）が必要である。
また、参加講中の中で取り持ち寺を持たない講中、
つまり、寺院とは関わりはないが纏やお囃子を楽し
む、という同好会の参加も多く見られた。
さらに、講中のスタイルに様々なものがあるよう
に、行列に参加する目的にも違いが見られた。基本
的な形態に則って行っている講中、見物客との一体
感、つまり相乗効果により盛り上がりを見せている
講中、また、お題目のみを唱えて行列する講中など
様々であった。
このように目的の違いはあるが、池上本門寺の万
灯行列に参加するという目標を持ち、日々練習に励
んでいることはすべての講中に共通していることが
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伺えた。
今回ビデオ撮影したのは約1kmの行程のほんの一
部でしかないため、参加した万灯講中の動きをすべ
て把握できたわけではない。しかし、この行列の最
終地点の祖師堂前には見物客が三重にも四重にも重
なっており、参加者たちはこの地点で、自分たちの
動きの中で最高のものを披露したい、という熱意は
ストレートに伝わってきた。 スタートしてから 2
時間も 3時間も楽器を鳴らし続けたり、途中で交代
はするものの纏を振り続けているため、疲労も頂点
に達しているであろうが、自分の動きの中の最高の
演技を発揮できるのは、見物客からの暖かい声援や
拍手により、参加者の気持ちが高揚しでき得るもの
なのではないだろうか。
スポーツ選手が試合後のインタビューで「観客の
声援が大きな力となった」とよく答えているが、競
技者と観客との関係『相乗効果』の原点が、日本伝
統の『お祭り』の中にあるように思えた。
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